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みなさん、こんにちは 

今年も早いもので、明日は節分、明後日は立

春となり、暦の上では、もう春とか言います

が、実際には一番寒い時期となります。イン

フルエンザの大流行も続いており、どうぞご

健康にご留意をいただきたいと思います。節

分の意味は本来季節の変わり目であり、立春

の前の節分は、旧暦の新年の始まりと重なり、冬から春へ、陰

から陽へ秩序が最も変わる日とされ、古来、鬼や魔が出現しや

すいと考えられていたそうです。そこで、鬼や邪気を追い払う

ために豆撒きをするのが言われだそうです。 

 節分に因み、イベント案内ですが、市内でも、亀ケ岡八幡、

久木神社、沼間の御霊神社では、午後から豆撒きが開催されま

す。お近くの神社を覗かれてはいかがでしょうか。 

先週の例会は、インフル流行もあり、出席が寂しい状態でした

が、本日はすでに 78%の大変高い出席率となっており、みな

さまに感謝するとともに、ここにも春へ向けて変わり目を感じ

ております。 

 さて、本日は、高山みな子氏をお招きし、「幕末のキーマン

勝海舟」というテーマで卓話をお願いしています。来年で明治

維新 150 周年になるそうですが、昨年くらいから、江戸末期

から明治維新にかけての頃を扱った TV ドラマや小説をよく見

かけるようになりました。当クラブの茶屋二郎氏の小説にも「終

わりの始まり」というこの時代を取り扱ったものがあったと記

憶しております。勝海舟と言えば、初代海軍奉行として、日本

海軍の創設に関わった人物、そして、西郷隆盛とともに江戸城

無血開城を果たし、江戸のまちと民を守り、結果的に西洋列強

から日本の国を守った人物という認識があります。軍隊、特に

海軍、現在では海上自衛隊は、島国である我が国を守る存在で

あり、ある意味では外交の後ろだてという存在でもあると思い

ます。彼の国では、イスラム圏の入国禁止とか、難民の入国禁

止とか物議を醸しておりますが、勝海舟という幕末人物を通じ

て、少しでも民や国を守るという事を感じ、学べたらと思って

おります。では、本日もどうぞよろしくお願い致します。 

 

 

松田幹事 到着物：・ロータリーの友 2 月号 

 ・「財団 NEWS」メールにて受領  

ロータリーレート：＄１=116 円 

開催案内：・2/11（土）13:30～第 9 回地区青少年奉仕委員

会/ｱｸﾀｰｽﾞﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 於：第１相澤ビル 6 階 

 ・2/19（日）12:00～第 2 回ﾛｰﾀｰｱｸﾄトｱｸﾀｰｽﾞﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 
  於：ヴェルク横須賀 

 ・3/4(土)13:00～「女性会員増強のためのセミナー」 

  於：ホテルメルキュール横須賀 

・3/8（水）14:30～次年度ｸﾗﾌﾞ指導者に向けた「公共イメー

ジセミナー」於：藤沢商工会館 

 ・3/25(土)～２６(日)ｲﾝﾀｰｱｸﾄ一泊研修会 

  於：厚木市立七沢自然ふれあいセンター 

委員会報告 山本雑誌委員長：ロータリーの友 2 月号から大切 

  なところを抜粋して纏めてあります。ご一読下さい。 

矢部（房）R 財団委員長：今月も米山寄付、R 財団寄付よろし 

  くお願い致します。＄１=116 円となっております。 

村松青少年交換カウンセラー：山本愛理さんよりイタリアから 

  月報が届きました。成績も良く、がんばっている様子です。 

宗教について少し戸惑いがあるようですが、元気ですとの事。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菊池会長の時間 

会 長◆菊池 尚 

会 長 ｴ ﾚ ｸ ﾄ◆村松 邦彦 

副会長◆村松 邦彦 

    宝子山 泰久 

幹 事◆松田 壽之 

ＳＡＡ◆矢部 光治 

会 計◆市川 浩 

直前会長◆桐田 吉彦 

会報委員長◇宝子山 泰久 

 No.27 2017 年 2 月 9 日 

報  告 

─ 2650回 例会記録   2017年 2月 2日 ─ 

例会日 

第 1･2･4木曜日 12:30 

第 3木曜日  18:30 

第 5木曜日  18:00 

例会場：「カンティーナ」 

逗子市新宿 1-3-15 

TEL：046-870-6440 

事務所：逗子市桜山 6-3-29 

TEL＆FAX：046-873-0226 

【出席報告】 会員数 5３名（出席免除 5 名） 

出席者 38 名  出席率 74.50% 

Ｒ財団ニコニコ 

矢部（房）￥1,160   

米山ニコニコ 

  矢部（光）￥1,000 矢部（房）￥1,000 

 船津 ￥1,000       

2 月理事会報告 

＊新年会事業報告、決算報告 

＊3 月 25 日 IM について 新会員によるパネルディスカッショ

ンを行う予定 →継続審議 

＊2018 年春地区協議会（4 月 15 日か 22 日予定）、又、 

 IM（2 月 10 日予定）を逗子 RC ホストとして行う→承認 

＊国際フォーラム（3 月 30 日）海狼にて行う 

mailto:zushirc@sage.ocn.ne.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
菊池君…早いもので明日は節分。明後日は立春。高山みな子様

卓話よろしくお願いします。 
松田君、山科君、矢部（房）君、北島君、匂坂君…高山様、本

日は卓話宜しくお願い致します。 
村松君…早や 2 月、明日は節分、勝海舟の話、楽しみ。 
宝子山君…穏やかな冬晴れ、富士山がきれいです！ 
矢部（光）君…高山みな子様をお迎えして、スピーチ楽しみです。 
毛利君…健康でいられるだけで幸せです。 
安藤君…2 月に入り一安心です。 
船津君、三宅君、服部君、矢島君…高山さん、スピーチをよろ

しくお願いします。 
福嶋君…今冬一番の富士山見事です。 
鈴木（安）君…高山みな子様卓話よろしく。松田事務局資料作

りありがとう。 
橘（武）君、山口君、松井君、清水（信）…勝海舟のお話楽し

みです。 
湊屋君…寒いですね。 

 
草柳君…2 月は雪もある可能性あり、油断大敵。 
臼井君…高山さん卓話を期待して。 
桐田君…二日間におよぶ税務署の探索も終わり平穏な世話にも

どりました。 
山本（由）君…高山さん卓話楽しみです。宜しく！！ 
川上君…インフルエンザ治りました。 
大野君…インフルエンザ要注意。危険ですよ。 
山本（三）さん…乾燥注意、ドライアイ目薬して下さい。 
岡本君…すばらしい天気です。 
森澤君…本日東京 2 往復です！！ 
横山君…勝海舟！ 
小西君…朝は寒かったですが、素晴らしい景色の逗子からの富 

士山が 2 週続けて見れました。最高のロケーションで 
すね。インフルエンザ A,B 両方流行してます。気をつ 
けたいです。 

清水（惠）さん…今日も晴れ！！ 
中根君…今日は富士山がキレイに見える。

 

1823 年   本所亀沢町で貧乏旗本の長男として誕生 

1843 年  渡邉千秋 蘭学を始め、永井青崖の弟子となる 

1850 年 佐賀藩で反射炉  蘭学塾・氷解塾を開く 

1853 年 ペリー来航   

1860 年 咸臨丸渡米  １月咸臨丸で渡米・サンフランシスコに滞在 

1862 年 寺田屋事件 生麦事件 8.18政変で長州藩追放 

1864 年 神戸海軍操練所 

開設 

第１次長州

征伐 

2月竜馬ら弟子を連れ長崎出 5月御軍艦奉行 

9月西郷隆盛と初対面 

1866 年 薩長同盟 第 2次征伐 5月軍艦奉行を命ぜられた・長州と終戦 

1868 年 江戸城無血開城  3月西郷と談判・江戸城総攻撃を中止 

1873 年 徴兵制  3月島津久光を説得・10月咸臨丸で渡米 

1877 年 西南戦争  4月福沢諭吉からＫ大義塾への資金を断る 

1887 年   5月伯爵を授与される 

1898 年 日清戦争  戦争に反対し、辞表を提出も却下される 

1899 年   氷川の自宅で脳溢血で亡・７７歳 

勝海舟 米山梅吉氏との

交流もあった 

ニコニコＢＯＸ本日合計   ￥４１,０００   累計 ￥１,２０８,２１０ 

西
郷
隆
盛 

 ２月２日の第１例会は、鈴木安之

会員の紹介で、フリーランスライタ

ーの高山（こうやま）みな子さんを 

（写真）お招きして、日本海軍の父・

勝海舟についてお話をお聞きした。 

ＲＣの米山奨学金・米山梅吉とも交

友関係にあり、ペルリ提督伝を出版

するにあたり、当時第１線での政治

家で書に関して秀でていた勝海舟に

相談・依頼することになった。 

当例会出席率 74.5% (橘   武) 

 

                        

高山 みな子 

フリーランスライター 
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